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Abstract　Based 　on 　an 　actualism 　and 　a　con ⊂ept　of　parallel　community ，　we 　se］ect　ab 〔〕ut　80　molluscan

genera　for　the　estimation 　of　paleobathymetric　index　from　the　Neogene 　of 　Tohoku　District．　 Among
7eeo　living　molluscan 　species 　in　the　Japanese　waters ，　abou 亡2000　species 　which 　are 　common 　in　the

Neogene 　deposits　of 　Tehoku　District　are 　selected ，　and 　checked 　their　bathymertric　rar ユges　in　reference
to　the　published　rrユalacological 　data．　CQnsequent［y ，　we 　can 　showgeneric 　characteristics 　corresponding

to　water 　depths　 as 　 a　guide 　 line；Om ，20m ，30m ，50m ，100m ，150m，200m 　 and 　 deeper　 than　 200m，
reSpectively （Table　1），

　　Neogene 　paleobathymetric 　successions 　of　Tohoku　D重strict 　are 　reconstructed 　along 　both　sides 　of

the　Pacific　Ocean（Fig．3）and 　the 　Sea　of　Japan〔Fig．4｝and 　one 　traverse 　section 　of 　the 　Honshu 　Arc 　from

Atsurni　through 　Shinjo　to　Sendai　areas （Fig．5）、　 Some 　transgressive 　and 　regressive 　successions 　are

clarified 　in　 referer ユce 　to　the　biochrQno】Qgic 　scale ．

1　 は じめ に

　本論で は 「東北本州弧地質資料集」（北村編 ，
1986）

に 示 した 「古水深推定 の た め の代表的員類生息深度

表」 に つ い て 解説 し，東北地方新第三 系の 貝類化石

群集の 変遷 と そ れ が 示 す 古環境 に つ い て 考察す る ．

　 日本近海 の 現生貝類 は過去 1世紀 に わ た る研究の

積み 重 ね に より700D種 を越 える 数 が 知 られ て お り，

そ れ ぞ れ の種に つ い て の 生息環境 ， 生態が把握 され

て きた．近年 ， 深海系生物相 の なか に ，太陽 エ ネ ル

ギーを利用 し な い
， 独自の 生態系が存在す る こ とが

発見さ れ，こ れ を機 に 深海生物相の研究が飛躍的 に

発展する事 が 期待 さ れて い る．こ の よ うな現生貝類

の 膨 大な蓄積 の あ る 研究 と 並行 し て
， 新生代の 化石

貝類の 記載，分類も進 め られ ，貝化石 の 斉
一

説 に基

づ く古環境 の 復元や地史的変遷の 研究もな さ れ て き
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た ．また ， 新生代貝類 の もっ 生層序的， 古環境的側

面と そ の 応用 に つ い て は，既 に 多 くの総括が な さ れ

て い る（地質学論集 ， 8号 ， 1973；25号 ， 1985など）。

　本論 で は 東北地方海成新第三 系に含ま れ る 貝類化

石が指示す る 「古深度」の推定方法と応用時の 問題

点を整理 し，こ こ で 用 い た古深度尺度 か ら考 えられ

る環境変遷を述べ る 。

　日本列島を取 り巻 く海洋 の 物理化学的性質が変化

に富ん で い る こ と は周知の事実で あ る が，生物相 と

水塊 （緯度的関係）や深度 との 対応関係 を見 る と，

経験的 に 海洋生物 の 分布は第
一

義的に水温 の 変化 と

そ の 勾配 に よ っ て 支配 さ れ て い る と考 え る事が で き

る．この 温度勾配は 表層 で は地 理的 （緯度的） に 顕

著 な変化 と し て 認 め られ るが
， 同時 に 垂直方向 （深

度） の 変化 に も当て はま る e 物理 化学的 に 規定で き

る よ う な 黒 潮や親潮 な ど の よ うな大 きな 水塊 内 で

は，生物相 の 変化 は 地理 （緯度 ）的 よ り も垂直 （深

度）的 に 顕著 で あ る事が期待さ れ る。しか し，東北

地方は
一
般 に 寒冷水が 卓越 した寒暖混含水塊 で あ る

と考え られ が ち なの で ，
こ の 地域を

一
括で き る古水
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深尺度を作 る こ と は 可能 で あ ろ う か ？ ま た
， 過去

2500万年の 問，生 物相 は
一

貫 して あ る 水塊内 に 繁栄

し た もの と見なす こ とが で き る で あ ろ うか ？本論は

こ れ ら の 疑問 に た い す る解答 の
一

つ の 試 み で あ る．

　底生生物 の 分布 は ， 深度だ け で な くそ の底質に依

存 し て い る し ， 後 で 触 れ る 多 くの 環境因子 が 総合的

に 作用 した結果 で あ ろ う．こ こ で は，強い て 地質学

的な資料の
一

部と し て具化石 を利用す る こ と を念頭

に お き，貝類相 を堆積盆 の 発展史 の な か で 議論 で き

るよう に す る 箏 を目的 と し た．

　既存の 化石 リ ス トを利用す る事も考慮 し て，種 レ

ベ ル の 同定 に 大 き く左右 され ない で ， 誰 もが 判定 出

来 る よう心がけた．しか し，多 くの 研究者が指摘す

る よ うに ，厳密な 古環境復元 は 化石 の 産状 を考慮 し

て ，種 レ ベ ル の 群集 に 基 づ い て 行 わ れ る べ きで あ る。

ll 貝類相 と古水深

　一般 に ，属 レ ベ ル で の 化石貝類 に 基 づ く古水深 の

概略的な 尺度が作れ る の は，「ある環境 （こ こ で は深

度 とす る ） で は属 レ ベ ル の 相同的な集団 が 認 め られ

る 」と い う，相r司群 集 （平行群集 ：ParallelC。mmu ・

nity ；THORSON ， 1957）が 認識 さ れ て い る事に よ る。

東北地方 の 新第 三 系 で は ， 門ノ 沢動 物群 と竜 の 口 動

物群な ど ， 地質時代と そ の 水塊 の 水温 が か な il）異 な

る と推定 さ れ る に も関わ らず ，
こ の 相同群集が 成立

して い る と考 え ら れ て い る （CHINzEI　and 　lwASAKI ，

ユ967）．

　 KURODA 　and 　HABE （1952＞ は 本 邦 現 生 貝類 の

個 々 ¢）種 の緯度的分布を整 理 し た，それ は 現生種を

含 む 化石 貝 類 群 集か ら古緯度 を推定す る 際 の 重 要 な

根拠 を提供し た。大山 （1952） は 貝類相 の 深度分布

に 注 目し， 潅水帯か ら潮間帯 （Nt），上浅海帯 （N1 ），

中浅 海帯 （N2 ），亜 浅海帯 ， （N3 ＞ 1下浅海帯 （N4 ） ，

半深海帯 （NB ），中深海帯 （Bm ），大深海帯 （BI），

真深海帯 （A ）に わ た る そ れ ぞ れ の 貝類相 を述 べ ，貝

類相 に よ る 深度推定も先述の 緯度推定 と 同 じ よ う に

で き る事を 示 した．

　 こ の よ うな 現生生物種 （相） と緯度 ・深度の 対応

尺度の 基準化 に よ り，化石貝類 に も こ れ ら の 資料が

応用 され，そ の 際 の 適用限界や 問題点 ， 方法論が議

論 さ れ た （伊 田，1956，生越 ，
1956，1961 ，1962a−

b，1963a− d）．
’
占水深 に っ い て は，生越 （1956）の 「深

度別分布図」， 伊 出 （／956）の VDM 特性 曲線 （Verti・

cal　Distribution　Means ）が ，また ， 古緯度に つ い

て は Midpoint法 （Median 　 of　 Midpoint　 Method ；

SCHENCK，1945），　HDM 特性曲線 （伊 田 ， 1956）な

どが
一

般的な方法 と し て利用 され て い る，

　生物 の 分布 を規制す る 環境因子 に は
， 深度， 水圧 ，

温度，溶存酸素，底質，有機物，光，塩分濃度な ど

の ほか
， 他 の 生物 との か か わ りなどが あ P ， それ ら

が 複雑 に 絡 み 合 っ て い る。し か し ， 観察，採 集 の 機

会の 多い 浅海区で は，経験的に 深度と底質 に 対応す

る 貝類相が認識 され て きて お り， その 区分 は ， 比較

と引用 の 例が多 い こ と で確か さ を支え て い る．そ の

一
方 ， 深海区で は予想 され る環境因子 の 勾配 が 顕著

で な い た め か
， 特定 の 貝類群集は 認 め られ る もの の ，

そ れ らの 深度分布は大 き な幅を もっ て い る．

　深海 区の 貝類 に 関す る 知見 の 提示は 19世紀後半 に

始 ま るが
， 近年 CLARK （1962），KNUDSEN （1970），

OKuTANI （1962− 1975，　etc．）な ど に よ り飛躍的 に

増加 した，しか し ， 化石貝類相 と深度や他 の 環境因

子 など との 対応関係 は まだ十分 な さ れ た と は 言 い 難

い ．KNUDSEN （1970） や ｝｛ICKMAN （1974，1984＞

は 200m 以深 の 貝類相 は，その 群集構造を見 る こ と

で 浅海区 と対照的 な特徴を把握 で きる こ とを明 らか

に した．また ， HICKMAN （1984）は ， 陸棚
−
下の 貝類

相 を 6つ に 区分 し （1。Acesta群集，2．Mud 　Pecten
，

3 ．Tliyasira−Lucinoma −So！emya ，4 。Protobranch，

5 ．Bathybembixそ して ， 6 ．Turrid群集），
　 Septi−

branchia （Verticaodiidae，　Poromyidae ，
　Cuspidar−

iidae）　（＝ ・Poromyacea ）が 深海区 に出現 し た の は

漸新世 の 世界的 な 寒冷化以 降 で あ る 事 を指摘 した e

また，KNUDSEN （1970）も現在の 深海貝類相の 成立

に は第四紀 の 氷河期 の 影響が 大 きい 事を示唆 して い

る 。

　 こ の ように ， 深海帯の 貝類相に は 地史的背景があ

り， 特有 の 貝 類 が 認 め ら れ る も の の，そ の 深度は

200− 400m か ら1000　m 程度 （漸深海帯 ）と大 き な 1雇

を持 っ の で 緬分出来 に くい など ， 多 くの 問題点があ

る。本論で も200m 以深の 貝類相 に よ る 深度の 指標

は そ の 可能性 を示唆す る に と ど め て い る．

　東北地方の 現生貝類の分布に関す る資料は ， 男鹿

半島近海（高安，柚原，1977）， 日本海及 び 太平洋 の

東北地域（石山，小滝，1982，1983），仙台湾 （MASUDA ，

N 工工
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HAYASAKA 　and 　NODA ，1983）な どが あ る．そ れ ら

で は ，現在の東北地域 の 大部分 が 表層暖流の 影響下

に あ る 寒流混合水域で あ る と の判断が な さ れ て い る

（石 山，小滝，1983）。こ の こ と は，現在の東北地域

が 日本海 と太平洋 で 表層暖流 の 強弱 に 多少の 差が認

められ る もの の ， 概 ね
一

っ の 生物地理 区 と し て
…

括

出来 る こ と を示 し て い る．従 っ て ，本論 で は先 に の

べ た 時代 的 ・環境的相同群 集が成 り立 っ と仮定 し，

東北地方新第三 系 ・第四 系 の 貝類相 を
一一

括 して 扱う

こ と とす る．

　以上 の よ うな貝類相 と深度分布 の 対応関係 や ，そ

の 問題点 に も とつ い て ，こ こ に 挙げ る代表的貝類

（Tab ．　D は次の手順で 選択された、

　 1．文献 と して あ げた 公表 さ れ て い る 貝類 の 図鑑，

解説書，論文 に 基づ き，約2000種に つ い て 種 こ との

深度分布図を作成．

　 2。一
部 の 例外 を 無視 して ，属 レ ベ ル の 深度分布

図に改編．

　 3 ．こ の 結果 ，属単位 で の 貝類相 の 深度分布は大

山 （1952） の 区分 に 良 く
一

致 す る 事 が 確認 さ れた．

深度 区分 に は N1，　 B，な どの 記号 を 用 い ず に 数値 で

表 わ し た．こ れ は 分 か りや す くす る事 を目的 と した

た め で あり，ひ とつ の 目安 で あ る と理解さ れ た い ．
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　 4，東北地方新第三 系に 普通 に 産 す る化石種が 含

まれ る属に つ い て 吟味 し， そ の 属 の 最大，最小深度

を 示 した 。
一

般 に 最大深度 で しか 表示 で き な い 属 が

多 い ，

　 5．種単位 で も環境 指ボ種 と し て 重要 な もの は 明

記 した 。

　 6．広範囲の深度分布が認め ら れ て い る属 ， 例 え

ば Lucino’n2a
，
　 ConcJzoce！e

，
1レ殫 属 な ど に つ い て は

ヨ安 とな る最大深度 を示 した。前 2 属 は浅海相 に も，

ま た よ ワ深海相に も認 め られ る もの で あり，Mya　fi

に っ い て も，
一

般 的 な 日安 と し て の 最大深度 で あ る．

こ こ で は，これ らだ けが化石 と し て 認 め られ る場合

を想定 して 深度を表示 し た。

削　利用時の注意事項

　後 に 堆積深度推定 の 実例 を示 す が，まずこ の 尺度

を用 い る 際 の 注意す べ き点 に つ い て 述 べ る．

　 1．Table　1 に あげた 80属あ ま りの 貝類 は 概 ね 最

大深度 で 表示す る しか なか っ た が ，出来る だ け 多 く

の 属 の 組 み 合 せ を使 っ て ， 合 理 的な古深度を推定す

る こ とが 好 ま し い ．

　 2．Li7na　spp ． （50　m 以深），　 P2吻 Jo襯 　spp ．

（10Dm 以深），　 DegectoPecten　spp ． （200m 以 深 ） な

Table 　 I，　 The 　 selec しed 　 Neogene　 genera 　 and 　 some 　 specles 　 for　 paleobathyme ヒric

　 indices　in　Tohoku　District，　Japan．

o旧＿ Ardirdara　kakehataensts
，
　 c・ vbicuZa ，　 Vieanya ，　 Vieα rveZZa ，召α亡慨 αP 砥 Lttt ・痂 α

　　　 Avea．靤 r2 亡r 鋤 ，　Savtclt）mUtS 、　Tapes，配 訪 0帥 α9 α ，　Anomia，

’厂Os加 ¢ 〆
’
，　b

’
utta 乙尻 a

，

20廴 企＿CaZZith α ca ，
　 CycZtna

，
　 CZementia，

　 Panope
，
　 Rapana

　　　 ScaPha「 ea ， 吻 α ，
　 thsuhopec亡en ，

κo 亡orapecten ，　Fort ：二pecten （工arge 　Pectinidae ），

30里＿企＿　ChZanys （工arge ），　Venerida 巳 （工arge ，　しhick ＞； tV ε rcenam 二α
，
　 Kaneharaia ，　 EomaZopoma

　　　 GZyeymern 　s
，
　 Fe乙anieZZa

，
　 Ptp ；odonta ，惚 o加 α，　 Peronidia，　 salZtqua，　 CaZZtsta，

　　　 Macoma （part ＞，
Phα cosoma ，　 GZoripaZZttun ，　Teetonatiaa ，　Cryp 亡ona 亡ica ，”evenJ 亡α

，

50里」 LStphonaZta ，5加 姻 ，　 OZiveZta 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50m　L跏 α

10血 P＃ ar
・ 吻 acard 伽 ，　Pcrphta

・
肋 ασ鶴 M・dt・ Zus・伽 ・m α 「吻 ρ・痂 α1　 −

15血全＿Ch乙anys （small
，

しhin ），
SpisuZa ，στ加 03 α rぬ 跚

　　　 AstarCe ，　 P αη o剛 α，　 LuctnDma ，　 Serrtpes ，　 CreneZta ，　 YoZdta
，
　 AciZa 　 rtnstgnts 丿，

2°墜 吻 α醺 ・伽 α繭 伽 「°副 ・ゆ 鰍 ・跏 繍 （pa 「 t ）・
鷹

　 　ヱ壁 壟 騨 塑

30塾 ＿PertZan ．dia，　 Monia ，　 tv
’
emoeardizun ，〜1照 磁 照

，
　 fLtm’tteZZa，　 FuZgorarta

40蟹 LCyeZooardta

50鮭 　Buceinurn

　　　 Fissidenta“ tan？ yokoymnat ，　NucuZana ，　Lt／nopsis （↑OOm　to　200m ）

N 工工
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ど は，最小深度分布 で 表 した．

　 3．つ ぎの 3 つ は ， 100− 200　m に 限 られ る と し

た ：Fissidenta！iuma　yofeoツamai ，　 Nuculana　SPP ．1

LimoPsis　 spp ． しか し，
こ の 範囲を隈定 で き る の

は，浅海要素が全 く認 め られ な い 時 に の み有効 と判

断 した方 が よい 。

　 4 ．産出 の 頻度や産状 が 記述 され て い る 場合 は，

それ らを参照 す る。

　 5．浅海要素 と深海要素が 混合 し て い る場合 は ，

後者 を 優先 的 に 考え る n

　 6 ．こ こ に 示 さ れ て い な い 属種が含 まれ て い る場

合 は，専門家 に 依頼す るか 既 に 公表 され て い る 貝類

の 専門書に頼る こ と。

IV　貝類化石に基づ く古水深推定 の 具体例

　　「東北本州弧地質資料集」 に 基 づ き ， 浅海か ら 深

海 へ 具体的 に 推定 し た 例を示 し，個 々 の 深度 の 貝類

相 を し め す．

［Dm ］

　 過 去 の 海岸 線 を推定す る の に 有効 な貝類相 で ，

18− 16Ma に 顕著 に 認め られ ， 内湾の 干潟を指示す
’

る と判断出来る．そ の 例は，Anadara 　feafeehataenSis，

　Vica7ya　 spp ．，　Vicaryelga　 spp ，な どい わ ゆる Arcid

−Potamid 　Fauna と呼ば れ る群集で あ る。ま た ，

　Corbicula　spp ．な どシ ジ ミ の仲間が産 出 し て い る 場

合 も こ の Om の 範囲 に 含 め た。こ の よ うな貝類相は

　あ る地層 の
一

部 に 認 め られ る場合 が ほ とん ど で あ る

が ，そ の よ うな，地 層 は 以下 の 通 りで あ る．

〈磯松層 ， 田 野沢層 ， 西黒沢層， 老 ノ 沢層 ， 四 役層 ，

門 ノ 沢層 ， 大 山 層， 大網層，網尻層，槻木層 ， 塩手

層，松川層，椚 平層 ， 中山層 ， 下戸層 ， 釜杭層 （19−

16Ma ）山津田層 （10− 8Ma ），切込層 ， 油島層 ， 竜

　の 匚1層，（4− 3Ma ）〉

　［20− 30m 前後］

　　内湾泥底 と外洋砂底 とで は 組成 に 差は あ る が ，
カ

　キ 類，大型 ホ タ テ 類，サ ル ボ ウ ， ア カ ガ イ の 仲間，

大型 の ハ マ グ リ型二 枚貝類が卓越す る群集で あ る。

　その 例 は，上 述 の Om 指示層 の な か に 認 め られ る他，

　以下 の 地層 が あ る．

　く長根層，蟹田層，東 ノ 又層 ， 笹 岡層 （秋田 ），砂子

淵層， 男助層 ， 須郷田層 ， 飯岡層 ， 小 出川層 ， 細倉

層，大谷層，鮭川層，吉野層，追戸層，茂庭層，福

田 層 ， 大年寺層 ， 大森層，山下層，山入 層，久保田

層，二 の 沢層 ， 板鼻層 ， 五安 層〉

［50m 前後］

　主 に 外洋 砂 底 を 代 表 す る 群 集 で ， SiPhona！ia，

Peronidia，　Phacosoma ，　Olivella　tsが 卓越す る．そ の

例 と し て ， 前述の 20− 30m の 地層群の ほ か ， 以 下 の

もの が 挙 げ られ る．

〈桂川層，脇本層 ， 末 の 松山層，小 阿仁層，桐内層，

真昼川層 ， 山津田層，レ ン 滝層，油島層，黒沢層，

青沢層 ， 魚取沼層 ， 宇津野層 ， 南沢層，銀山層，青

根層，碁石層，茂庭層，旗立層，大堤層，七北田 層 ，

竜の 口層， 吉野層 ， 橋本砂岩層 ， 赤井畑層，鹿 ノ 股

沢層 ， 久保 田 層，松坂 峠層，塩坪層，沼 ノ内層 ， 平

層〉

匚100m 前後］

　 Limo 　 spp ，を と もな い ，　 Thracia　 spp ．，　 thlαcoma

spp ．な どの 卓越 した群集 で ，その 代表例 として，漆窪

層 ， 須郷田層，黒沢層，舌崎層の
一

部が あげ ら れ る

ほ か ， 以下 の 地層 が あ る．

〈中沢層 ， 未の松山層 ， 留崎層 ， 天徳寺層 （太平山），

須郷 田 層，下嵐 江 層，大平層，七 曲層，中渡 層，七

北 田 層 ， 初野層，山入層，沢根胤 梁川層 〉

［15Gm 前後］

　 Spisuia　spp ，と Clinocardium　spp ．そ れ に S〃 吻 6S

SPP ，　 Panomya ，〆16磁 ，　 IVemocardizam，　NePtzanea，

Buecinum　K や，　 Fissidentalium　 yokoyamai を伴う

群集で ， 黒 沢層 ， 須郷 田 層 ， 野 口 層 ， 中渡層 ， 漆窪

層，中山層，五 安層，沼 ノ 内層，末 の 松山層 の
一

部

な ど に 代表的に 認め られ る他，以下 の 諸層が挙げら

れ る．

〈砂子 淵層 ， 猿ケ森層 ， 大川層 ， 砂子瀬層 ， 黒石沢層 ，

釜沢層 ， 笹岡層 （五 城 目）， 藤琴川層 ， 門 ノ 沢層 上 部 ，

尻高層 ， 坂本川層 ， 権現山層 ， 天徳寺層 （本荘 ）， 下

黒沢層，中渡層，鮭川層，宇津野層，竜の 口 層 （古

川〉， 鹿島台 層， 日陰層 ， 福田層 ， 明戸層 ， 高峰層〉

［200m 前後］

　 LucinOma　acutilineatum ，　Yotdia　SPP ．，／Acila　sPP ．，

Li｝natula 　 spp ．， 1鳬 吻 伽 澀 　spp ．， な ど を含み ，

C！inocardium　spp ．を含ま ない の が特徴で ある。そ の

群集は ， 以下の諸層に認め られ る．

く鷹架層，東 目屋 層，笹岡層，斗川層，脇本層 ， 尻子

内層 ， 砂子淵層 ， 小志戸前沢層 ， 天徳寺層 ， 船 川層 ，
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小繋沢層 ， 菱内層 ， 須郷 田層上部 ， 観音寺 層，作並

層 ， 綱木層 ， 沼沢層 ， 湯小屋層 ， 土湯層，岩倉層，

水野谷層，亀ノ 尾層，平層，上高久層 ， 下 高久層〉

［200m 以深 ］

　L）egectoPecten 　Peckhami，　 Portlandia　SPP ．，

Nemocardium　 SPP ．，　 Cyc！oca γdia　 SPP ．，　 Buccinum

spp ．な どか らの み構成さ れ て い る群集で ， 前述 まで

の 要 素 を 含 ま な い 他 ，
Sotemya

，
　 Akebiconcha，

地 批 αγ伽 属な ど特殊 な属の 産 出が 記録 され て い

る地層 で ， 以下 の ような地層 が あ る b

〈岩谷層 ， 東又沢層 ， 女川層 ， 北浦層，船川層，舌崎

層，草薙層，北俣層，本道寺層，鍬江層，下関層，

寺泊層 ， 亀ノ 尾層 ， 平層，下高久層，水野谷 層＞

　Akebico’ncha ，　spp ．な ど し か 産 して い な い 地層 に

つ い て は ， 漸深海帯 （200− 1000m ）に比較す る事が

で きるが ，先述の よ うに そ の 最大深度の 見積 りは難

しい の が 現状 で あ る，なぜ な らば，こ れ ら が 太陽エ

ネル ギ ー
を利用 し な い ， 特殊 なバ ク テ リア を介在 し

た 生態系を作 っ て い る事 が 判明 し（太田，1986），そ

の コ ロ ニ
ーが 島弧前面 の 深海帯 に 帯 状 に 分布 して い

る 事 が 報告 され て い る か ら で あ る （OKUTAN 　 I　 and

METIvlER
，

1986 ； METIvlER ，　 OKuTANI 　 and

OHTA ，1986）．しか し，日本海側の 油田地域や ，常

磐炭田地域に こ の種属が化石記録 として 認 め られ て
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い る の で
，

こ れ ら の 産 出意義 は こ れ か ら検討す べ き

問題 で あ ろ う．

V　 貝類化石 か ら み た古環境の 変遷

　東北 地方 新第 三 系 の 貝類群 の 変 遷 は ， す で に ，

CHINZEI （1978，1986）増 田 （1963，1973，1986）， 小笠

原 （1988）など に よ っ て 総括さ れ て い る が
， 生物地

理 的な解釈が優先的 に 述 べ ら れ て い て，深度変遷 を

論 じた もの は 少 ない ．

　本邦 に お け る 貝類群の総括は ， CHINZEI （1986）を

引用 し （Fig．1）研 究者間 の 化石動物群 （Fauna ）の

取 1）扱 い 方 の 比 較を小 笠原 （1988）か ら引用す る

（Fig，2）．

　
一

般 に，浅 海 で の 貝類群 の 変化 は 水温 の 低下 に よ

る気候 の 寒冷化 に よ っ て解釈さ れ が ち で あ るが ，こ

こ で は
， 先 に 述 べ た よ うに

， 相同群集 の 存在 が 指摘

さ れ て い る の で ， そ の 群集変化 を深度変化 と して 解

釈 した．東北地域新第三 紀の 古気fl笶と古水温変化 に

つ い て は ， 小笠原 （1988）が 推定 した よ うに ，八 尾
一

門ノ 沢動物群で 表層の 最高と最低水温が そ れ ぞ れ 概

ね 27℃ と 16℃ ，古期塩原
一
耶麻動物群 で 24℃ と14℃ ，

新期塩原
一
耶麻動物群 で 22℃ と 7℃ ，大桑

一
万願 寺

動物群 （東北地 方）で ， 19℃ と10℃ ， 竜 の 口 動物群

で 19℃ 以下 と 2℃ 程 度 が 目安 と な る．

　日本海側 と太平洋側の代表的地域 の 古水深変遷 を

Fig．3 と Fig．4 に 示 し ， 加え て ， そ の横断ル
ートを 飛

島
一

仙台問 で 示す （Fig．5＞．

［太平洋沿岸地域］

　南か ら ， 常磐炭田 地域 ， 棚倉地域 ， 仙台地域 ， 門

ノ 沢地域を取 り上 げて 述 べ る。

　 こ こ で は常磐地域 と仙 台地域 に の み ，初期中新世

の海成層が認め ら れ ， そ の う ち ， 常磐地域で は顕著

な 3 回の 堆積サ イ ク ル が 認 め ら れ る ．常磐地域の 含

貝化石層の推定さ れ る深度幅は次 の よ うな結果 で あ

る ；滝挟炭層 （0− 30m ） ，
五 安層 （G− 150　m ） ，

水 野

谷 層 （200− 300m ），亀 ノ 尾層 （200− 400m ）　 ，平 層

（30− 400＋ m ），中山層 （O− 2DOm ），上高久層 （50−

300　m ），沼 ノ 内層 （30− 200m ） ，下高久層 〔200− 300

m ）．こ の ような時代的な変遷 の な か の 急激 な深度増

の ピーク は ， 亀ノ尾層 （18　Ma ），上高久層 （17　Ma ），

下高久層 （15Ma ）の 3 つ が 認識 で き る．その
一方，

仙台で は ，網尻層 （O− 15em ），槻木層 （O− 2Dm ）

な ど
，

そ れ ほ ど の 急激 な 変化 は 認 め ら れ な い 。

　 中新世 の 最大沈降期 は ， 仙台付近 の 旗 立層上部堆

積期 や ，門 ノ 沢地域 の 留崎層堆積期 が 推定 さ れ る が ，

貝類相 か ら は 見積 りが 出来な い 深度で あ る．ま た ，

門 ノ 沢地域 で ，門 ノ 沢層 か ら尻子内層 へ の 変化で 示

さ れ る よ うな ， Om か ら／50m 程度の 比較的急激な

深度増 加 が 16Ma 直後 に あ っ た こ と が 認 め ら れ る。

　 また ， 後期中新 世 の 海退現象 は 会津盆 地や仙台 で

顕著で ，こ れ ら が 10− 7　Ma に か け て徐々 に 進行 し

た こ と が 読 み 取 れ る。鮮新世 の 海侵 は 竜 の 口
， 大年

寺層堆積期 の そ れ ぞ れ 4− 3　Ma ，3 − 2Ma の 時期で

ある．

匚日本海側地域］

　新潟油田地域 ， 山形 ， 新庄盆地 ， 出羽丘 陵 ， 太平

山， 秋田 油田地域 ， 男鹿半島 ， 西津軽 ， 鯵 ケ 沢地域

を 取 P 上 げて 述 べ る が ，貝類化石 の 産出 に 偏 りが あ

る た め，また，最大深度 の 見積 りが 難 しい ため，浅

海場が い つ の時期に存在 し た か を推定す る に と ど ま

る ．

　 こ の 日本海沿岸地域 で は ， 16Ma か ら15　Ma に か

け て の 急激な 深海化が 共通 し て認め られ る。ま た ，

鮮新世
一

更新世 の 海退現象 は 地域 に よ っ て 多少時聞

的なずれが認 め られ ，新庄盆地が他 よ P 先行 し3．5−

2．5Ma に か け て ， 西 山油 田 地域 は 2− 1，5Ma
，男鹿

半島地域 で は2Ma − O．5　Ma な どを読 み 取 る こ とが

で き る。

［東北地 方横断 ル ート］

　山形 県 の 温海 か ら寒河江，山形 ， 仙台，塩釜 間（ル
ー

ト， No ．23）を例 に 取 り上 げ て 述 べ る ．

　本横断ル ー トで は 16Ma 以 降の 深度増加 と15　Ma

直後 の 深 海化が 顕著 で ，8− 6Ma に か け て の 浅 海

化 ， 鮮新世の 2 回 の 海侵現象が認め ら れ る．ま た ，

注目すべ き は ，仙台 と 壗釜 の 16Ma 以前の 海侵現象

で ， 従来 よ り指摘 さ れ て き た 脊 梁 と 日本海側の 海侵

期 は 前 2者 と若 干 ず れ る こ と で あ る．
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226 小笠原　憲四郎 ・増　田　孝一郎

る際 の 問題点に つ い て多 くの 御教示 を頂 い た 。東北

本州弧総研 の メ ン バ 〜各位 に は ， 研究集会 を通 じて

こ こ に 挙 げた深度指標に つ い て御討議頂 い た．以上

の方々 に 御礼申し上 げる．
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